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連
綿
と
続
く
地
域
の
い
と
な
み

　
「
宿
毛
」
と
い
う
地
名
は
一
説
に
、
海
辺
に
群
生

す
る
葦
が
枯
れ
た
様
子
を
、
古
来
「
す
く
も
」
と

呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
古
文

書
で
の
初
見
は
鎌
倉
時
代
で
す
が
、
宿
毛
貝
塚
や

曽
我
山
古
墳
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
太
古
か
ら
人
々

が
い
と
な
み
を
続
け
て
成
長
を
重
ね
ま
し
た
。

　

現
在
の
高
知
県
の
西
南
域
は
元
来
、
土
佐
国
と

は
別
に
幡
多
国
（
波
多
国
と
も
）
が
あ
っ
て
、
の

ち
に
土
佐
一
国
に
な
り
ま
す
が
、
以
後
も
異
な
る

文
化
圏
を
育
み
ま
す
。
宿
毛
湾
、
豊
後
水
道
を
は

さ
ん
だ
九
州
と
の
交
流
が
う
か
が
え
る
の
も
、
こ

の
地
域
の
特
徴
で
す
。

国
境
の
ま
ち
の
成
り
立
ち

　

戦
国
時
代
、
土
佐
中
村
一
条
氏
の
繁
栄

と
長
宗
我
部
氏
の
支
配
を
経
て
、
江
戸
時

代
に
な
る
と
宿
毛
一
帯
は
、
土
佐
初
代
藩

主
・
山
内
一
豊
の
姉
・
北き
た
が
た
さ
ま

方
様
の
子
か
ら

始
ま
る
領
主
が
、
土
佐
藩
家
老
の
立
場
で
、

代
々
駐
在
し
て
独
自
性
を
保
ち
な
が
ら
治

め
ま
す
。

　

土
佐
、
伊
予
両
国
を
街
道
で
往
来
す
る

国
境
の
ま
ち
と
し
て
、
そ
し
て
宿
毛
湾
を

防
衛
す
る
海
防
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
、

な
か
で
も
三
代
領
主
・
節と
き
う
じ氏
の
治
世
で
は
、

土
佐
藩
奉
行
・
野
中
兼け
ん
ざ
ん山
の
影
響
下
で
様
々
な
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
兼
山
は
、
土
佐
藩
全
域
で
土
木
事
業
や
産

業
振
興
に
指
揮
を
執
り
ま
す
が
、
独
裁
的
な
手
法

に
反
発
が
集
ま
っ
て
引
退
、
さ
ら
に
病
死
後
、
一

族
が
罪
人
と
し
て
宿
毛
の
地
で
四
十
年
間
の
幽
閉

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

兼
山
の
宿
毛
で
の
事
績
は
、
河
戸
堰
や
用
水
路
、

堤
防
の
構
築
、
沖
の
島
と
篠
山
の
国
境
確
定
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
宿
毛
の
城
下
町
風
な
ま
ち
づ
く

り
の
礎
と
な
っ
て
、
現
代
ま
で
面
影
を
残
し
て
い

ま
す
。

日
本
へ
、世
界
へ
、続
く
人
材
輩
出

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
の
激
動
期
、
坂
本

龍
馬
に
代
表
さ
れ
る
土
佐
に
あ
っ
て
、
宿
毛
か
ら

も
多
く
の
人
材
が
新
し
い
時
代
に
羽
ば
た
き
ま

す
。
十
一
代
領
主
・
氏う
じ
さ
と理
や
私
塾
を
開
い
た
酒
井

南な
ん
れ
い嶺

に
よ
る
先
進
の
教
育
と
、
海
防
の
鍛
錬
や
海

運
業
か
ら
導
か
れ
た
先
見
力
が
実
を
結
ん
だ
の
で

し
ょ
う
。

　
北
海
道
庁
長
官
で
札
幌
、
旭
川
を
整
備
し
た
岩

村
通
俊
や
、
小
岩
井
農
場
創
始
者
の
小
野
義ぎ
し
ん真
、

自
由
民
権
運
動
か
ら
国
会
議
員
に
な
っ
た
竹
内

綱
、
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
な
ど
人
権
問
題
に
尽

力
し
た
大
江
卓
が
先
駆
者
で
す
。

　
ま
た
、
並
ん
で
国
務
大
臣
を
歴
任
し
て
宿
毛
の

再
開
発
に
も
取
り
組
ん
だ
林
有
造
、
姫
路
城
を
破

壊
か
ら
守
っ
た
中
村
重し
げ
と
お遠
、
早
稲
田
大
学
建
学
の

母
と
慕
わ
れ
る
小
野
梓
、
小
松
製
作
所
創
業
の
竹

内
明
太
郎
、
出
版
社
冨
山
房
創
業
の
坂
本
嘉
治
馬

な
ど
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
こ
の
人
材
輩
出
の
連
鎖
は
昭
和
に
入
っ

て
も
続
き
ま
す
。
長
期
政
権
を
担
当
し
て
戦
後
日

本
の
復
興
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
吉
田
茂
や
、

そ
の
側
近
と
し
て
国
会
議
員
を
二
十
五
年
間
勤
続

し
た
林
譲
治
が
世
に
出
る
の
で
す
。

歴史・文化財

近代若衆宿の一種で現存する国指定文化財
「浜田の泊屋」

小野梓（正面）、竹内明太郎（左）、坂本嘉治馬（右）の胸像が並ぶ小野梓記念公園

昭和三十年代の真丁商店街 宿毛を訪れた吉田茂
宿毛領主邸宅「御土居内」を中心にした

江戸時代のまち割り

国指定史跡
「宿毛貝塚」


